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本日、ここに12月定例府議会を招集いたしましたところ、議員の皆様におか

れましては、御多忙の中お集まりいただき、まことにありがとうございます。

それでは、今回提案させていただいております議案につきまして、御説明申

し上げます。

まず、第１号議案平成28年度一般会計補正予算についてでありますが、今年

度は、当初予算、６月補正予算に続く９月補正予算において、伝統産業支援を

内容とした第１次緊急経済対策を講じるとともに、国の補正予算を活用した安

心・安全緊急経済対策や地域緊急経済対策などの第２次緊急経済対策等を講じ、

現在、その執行に全力を挙げて取り組んでいるところであります。今回の補正

予算は、その後の関係機関との調整経過等を踏まえ、中小企業振興のための新

たな産業創出拠点や中核研究施設の整備などの第３次緊急経済対策を中心に、

必要な予算編成を行ったところであります。

具体的には、「北部産業創造センター（仮称）」の整備に要する経費のほか、

国立研究開発法人理化学研究所の科学技術ハブのけいはんなプラザへの立地を

踏まえ、同プラザの機能強化のための環境整備に要する経費を計上するととも

に、「共生型まちづくり」のための多世代交流・健康づくりの拠点施設の整備

や要保護児童をより家庭的な環境で養育するファミリーホームの開設に対する

助成を行おうとするものであります。

このほか、位置情報システムを活用した新たな観光誘客のための取組みなど、

総額14億2,400万円となる一般会計補正予算をお願いしております。

今定例会には、補正予算のほか、条例の改正なども合わせ、全10件の議案に

つきまして審議をお願いしているところであります。

御議決いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。


